
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

嘱
託
指
導
員
募
集

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
の

補
助
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜
国
民

健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
ご
加
入
の
皆
さ
ん
へ
〜

統
計
調
査
員
を
募
集

人
も
車
も
安
心
・
安
全
埼
玉
県

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
４
／
６
〜
１５

桶
川
市
地
域
防
災
計
画
を

改
訂
し
ま
し
た

４
月
１
日
か
ら「
障
害
者
の
日
常
生
活

及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
の
法
律
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た

桶
川
市
教
育
委
員
会

第
４
回
定
例
会

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
６
月
１
日
か
ら

勤
務
で
き
る
嘱
託
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

選
考
日
時
▼
４
月
２２
日
�
午
前
９
時
か

ら
選
考
場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

選
考
方
法
▼
作
文
お
よ
び
面
接

募
集
人
員
▼
１
人
（
予
定
）

申
込
資
格
▼
昭
和
２９
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
保
育
士
、
教
諭
資
格
、

社
会
教
育
主
事
、
社
会
福
祉
主
事
、
児
童

厚
生
員
、
母
子
指
導
員
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
有
す
る
人
ま
た
は
、
採
用
時
資
格
取

得
見
込
み
の
人

受
付
期
間
▼
４
月
１
日
�
〜
１２
日
�
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

※
募
集
案
内
は
保
育
課
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
書
類
▼
履
歴
書
お
よ
び
資
格
証
の

写
し
（
資
格
取
得
見
込
み
の
場
合
は
、
見

込
証
明
書
な
ど
の
原
本
）
を
保
育
課
へ
持

参※
履
歴
書
は
市
販
の
も
の
で
可
。
職
歴
を

詳
し
く
記
入
し
、
上
半
身
脱
帽
正
面
向
き

で
最
近
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を

貼
付
。

※
採
用
後
の
勤
務
条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、

募
集
案
内
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
�
保
育
課
（
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
検
診
を
受

け
た
場
合
、
検
診
費
の
一
部
を
次
の
と
お

り
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
▼
３０
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
、

保
険
税
・
保
険
料
の
滞
納
の
な
い
人

補
助
額
▼
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
い

ず
れ
か
一
方
の
検
診
費
の
７
割
（
上
限
２

５,

０
０
０
円
）
を
年
度
内
１
回
補
助
し

ま
す
。

申
請
方
法
▼
桶
川
市
・
北
本
市
・
伊
奈

町
の
指
定
医
療
機
関
で
受
け
る
場
合
�
受

給
者
証
の
提
出
で
、
検
診
費
か
ら
補
助
額

を
差
し
引
い
た
額
の
支
払
い
に
な
り
ま
す
。

予
約
後
、
検
診
前
に
保
険
証
と
印
鑑
を
持

っ
て
、
保
険
年
金
課
に
補
助
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
の
医
療
機
関
で
受
け
る
場
合
�

検
診
後
、
領
収
書
を
保
管
し
、
検
診
結
果

が
出
ま
し
た
ら
、
保
険
証
、
印
鑑
、
検
診

費
の
領
収
書
、
検
診
結
果
、
振
込
口
座
が

わ
か
る
も
の
を
持
っ
て
、
保
険
年
金
課
に

補
助
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
検
診
項
目
や
検
診
費
用
は
各
医
療
機
関

で
異
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
医
療
機
関
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
医
療
機
関
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。詳

し
く
は
�
保
険
年
金
課

国
や
県
が
実
施
す
る
各
種
統
計
調
査
の

調
査
員
と
し
て
従
事
を
希
望
す
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

平
成
２５
年
度
は
、
１０
月
に
約
７０
人
の
調

査
員
が
従
事
す
る
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
▼
市
内
在
住
の
満
２０
歳
以
上
の
健

康
な
人
、
調
査
上
知
り
え
た
事
項
を
他
に

漏
ら
さ
な
い
と
誓
約
で
き
る
人
お
よ
び
警

察
・
選
挙
ま
た
は
税
務
の
い
ず
れ
か
に
直

接
関
係
の
な
い
人

内
容
▼
調
査
の
前
に
調
査
員
に
は
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
�
総
務
課（
分
庁
舎
）

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

《
全
国
重
点
目
標
》

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特
に
、

自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

《
桶
川
市
重
点
目
標
》

●
新
入
学
児
童
お
よ
び
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

詳
し
く
は
�
安
心
安
全
課

市
で
は
、
平
成
２３
年
１１
月
の
埼
玉
県
地

域
防
災
計
画
の
改
訂
、
平
成
２４
年
６
月
の

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
な
ど
と
の
整
合

を
図
り
な
が
ら
、
想
定
外
の
災
害
に
み
ま

わ
れ
て
も
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
の
必
要
事
項
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
改
訂
内
容
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
今
後
に
生
か
し
、
災

害
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、「
防
災
・

減
災
方
針
」
の
設
定
、「
想
定
外
の
甚
大

な
災
害
へ
の
対
策
」
の
記
載
、「
原
子
力

災
害
対
策
の
記
載
」
の
充
実
、「
防
災
活

動
体
制
」
の
充
実
を
図
っ
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
防
災
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
安
心
安
全
課

こ
の
法
律
は
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

に
変
わ
る
も
の
で
、
略
し
て
「
障
害
者
総

合
支
援
法
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
新
た
に

「
難
病
（
１３０
疾
病
）」
が
、
障
害
者
に
加

わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
後
は
難
病
の
人
も
障

害
者
の
対
象
に
な
り
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
�
障
害
福
祉
課

と
き
▼
４
月
２５
日
�
午
後
２
時

と
こ
ろ
▼
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
（
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

教
育
委
員
会
定
例
会
の
傍
聴
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場
合
は
、

ご
了
承
願
い
ま
す
。ま
た
、次
回
の
教
育
委

員
会
は
、５
月
２３
日
�
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

～市長退任あいさつ～

桶川市長

世の中は桜色に染まり春爛漫といった風
情ですが、昭和４１年５月２日の朝の空は晴
れ渡り、午後から曇って夜は雨という、こ
の時期らしい変化の激しい天候だったと記
憶しています。前日の１日が日曜日であっ
たため、私はこの日、桶川町職員として新
たな人生の第一歩を歩み始めました。
しかし、それがまさか職員として３０年、

特別職として１７年、併せて４７年の長きに亘
る公務員人生になろうとは、春とはいえ夢
にも思いませんでした。
当時の日本の人口は１億人を突破し、い

ざなぎ景気が始まって正に高度経済成長の真っ只中という状況で世の中
は日進月歩で便利になっていき、将来に夢や希望を抱ける、今思えば本
当にいい時代でした。
その当時の桶川町は、東京のベットタウンとして年間２，０００人のペー

スで人口が増え、入庁した翌年には３万人を超えました。そして、４年
目の昭和４５年には特例措置により市制へ移行しましたが、その準備は結
構忙しく残業も続きましたが、当時は町から市へ、町役場から市役所に
呼称が変わるだけでも、嬉しくもあり誇らしい気分でした。
私は役場に入った時から一貫して役場の色々な部署を経験し、多くの

ことを勉強したいと思っていましたので、人事異動は頻繁にお願いしま
した。その結果、議会事務局以外は全て経験させていただきましたので、
その後の市長の職務に大いに役立ったと思っています。
４７年間には他人には言えない苦しいことや辛いこと、反対に楽しかっ
たことや嬉しかったこと、色々なことがありましたが、今は良いことし
か思い出せません。
そして、未熟な私をここまで育てていただき、１２年間も桶川市政を託

していただいた市民の皆様には筆舌には尽くしきれない感謝をいたして
おります。
４月２２日に退任いたしますが、市長としてやり遂げられなかった事業

もあります。しかし駅東口整備や新庁舎建設、区画整理事業などの重要
施策の道筋はつけられましたので、今後は後を継ぐ人が立派に完成して
くれるものと確信していますので、市民の皆様方には一層のご協力を賜
りますよう宜しくお願いいたします。
最後になりますが、今までいただいたご厚情に深く感謝申し上げ、桶

川市の更なる発展を祈念してお別れのご挨拶といたします。皆さん、本
当にありがとうございました。

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称）））））））））））））））））））））「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道ののののののののののののののののののののの駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅 おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけがががががががががががががががががががががわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへののののののののののののののののののののの参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ををををををををををををををををををををを

募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
市は、昨年８月、国に対し「道の駅」整
備に関する要望書及び基本構想を提出し、
その後基礎調査を行いました。今年度は、
基本計画を策定します。
どんな「道の駅」がいいか、そこで何が
できるのかなど、皆さんのご意見をお聞か
せください。
５月から７月くらいまでの間、毎月１回
程度（計３回）集まり、これからつくる「道
の駅」の話をしませんか？

募集期間�４月１２日�午後５時まで
募集要領�「道の駅」に対する思いを４００
字程度にまとめ、応募してください。後日、
懇話会のご案内を送付します。
FAX：７８６－３７４０
E-mail : sangyo@city.okegawa.lg.jp
申込み・問合せ�産業観光課

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板
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高
齢
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

瑞宝双光章
（税務行政事務功労）

田島 通夫さん

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

委
員
・
団
体
を
募
集
し
ま
す

桶
川
市
こ
ど
も
育
成
審
議
会

委
員
を
募
集

食
品
等
の
放
射
性
物
質
検
査
の

検
査
実
施
日
が
変
更
と
な
り
ま
す

保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
と
障
害

児
相
談
支
援
事
業
を
開
始
し
ま
す

内 容

保育所や幼稚園に通う発達に遅れのある障害
児などに対し、集団生活がしやすくなるよう
に訪問支援員が保育所などへ定期的に訪問し、
専門的な支援を行います。

相談支援専門員が、障害児などに関する相談
に応じ、情報提供や助言などを行います。障
害児通所支援などを利用する際は、支援が必
要なお子さんの心身または家族の状況などに
応じ、「サービス等利用計画」を作成し、一
定期間ごとに見直しなどの支援を行います。

事 業

保育所等
訪問支援
事 業

障 害 児
相談支援
事 業

学
生
納
付
特
例
制
度
の

手
続
き
が
簡
単
に
！

国
民
年
金
保
険
料
の
額
が

変
わ
り
ま
し
た

次
の
方
は
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

「
女
ら
し
さ
」「
男
ら
し
さ
」
に
と
ら

わ
れ
ず
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
社
会
―
男
女
共
同
参
画
社
会
―
の
実
現

に
向
け
、
共
に
活
動
を
し
て
く
だ
さ
る
市

民
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
情
報
紙
編
集
委
員

男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
情
報
紙

「
か
が
や
き
」
の
編
集
委
員
と
し
て
企
画
、

取
材
、
編
集
、
発
行
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
数
▼
５
人

申
込
み
▼
５
月
３１
日
�
ま
で

グ
ル
ー
プ
サ
ポ
ー
ト
事
業
対
象
団
体

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し

活
動
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
に
活
動
費
の
助

成
を
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
の
要
件
▼
�
構
成
員
が
３
人

以
上
�
代
表
者
は
、
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
�
活
動
内
容
が
男
女
共
同
参
画
に
係

る
内
容
で
あ
る
こ
と
�
活
動
目
的
が
、
政

治
、
宗
教
ま
た
は
、
営
利
で
な
い
こ
と

※
事
例
…
イ
ク
メ
ン
の
活
動
、
女
性
の
起

業
研
修
な
ど

助
成
額
・
助
成
団
体
数
▼
限
度
額
５
万

円
（
１
団
体
）

申
込
み
▼
５
月
３１
日
�
ま
で
（
多
数
抽

選
）申

込
み
・
問
合
せ
�
人
権
・
男
女
共
同

参
画
課

市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
育
つ
社
会
の
形
成
に
寄
与
し
、

幅
広
い
視
点
か
ら
子
育
て
支
援
施
策
を
審

議
す
る
た
め
、「
桶
川
市
こ
ど
も
育
成
審

議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
審
議

会
で
、
桶
川
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
の
推
進
に
関
す
る
実
施
状
況
や
、
子
育

て
に
関
す
る
調
査
を
し
た
り
意
見
を
述
べ

た
り
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
、
審
議
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
▼
市
内
に
住
民
登
録
を
有
す
る
２０

歳
以
上
で
、
平
日
の
会
議
な
ど
に
参
加
で

き
る
人
※
会
議
は
年
４
回
程
度

任
期
▼
２
年
間

募
集
人
員
▼
２
人

※
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
結
果
に
つ

い
て
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

応
募
方
法
▼
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
応
募
す
る
に
あ
た
っ
て
の
意
見

や
考
え
を
１,

０
０
０
字
程
度
（
様
式
自

由
）
に
、
ま
と
め
て
５
月
２
日
�
ま
で
に

郵
送
（
〒
３６３
�
００２４
鴨
川
１
�
４
�
１
）
ま

た
は
直
接
、
保
育
課
ま
で
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
保
育
課
お
よ
び
こ
ど
も

支
援
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
保
育
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）市

で
は
、
食
品
の
放
射
性
物
質
の
検
査

を
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日
の
午
後
に
各
２

回
、
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
の
利
用
状
況
な
ど
か
ら
、
検
査
日

を
毎
週
火
曜
日
の
午
後
２
回
の
み
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

こ
の
事
業
は
、
市
内
在
住
の
発
達
に
遅

れ
の
あ
る
障
害
児
な
ど
（
未
就
学
児
）
と

そ
の
保
護
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
４
月
か
ら
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。

※
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
は
、「
通
所

受
給
者
証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
�
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
分

室
�
７８７
�
５
５
６
２

学
生
も
２０
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
学
生
本
人
の
収
入
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。前

年
度
に
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ

た
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
書

（
ハ
ガ
キ
形
式
）
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
る
場
合
は
、
記

入
し
て
返
送
す
る
だ
け
で
す
（
た
だ
し
学

校
な
ど
が
変
わ
っ
た
人
は
、
改
め
て
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

そ
の
他
で
学
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る

人
は
、
保
険
年
金
課
国
民
年
金
グ
ル
ー
プ

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
▼
学
生
証
、
印
鑑
、
年
金
手
帳

（
交
付
済
の
場
合
）

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と

�
特
例
対
象
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

死
亡
の
場
合
は
、
遺
族（「
子
の
あ
る
妻
」

と
「
子
」）
に
は
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

�
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、
１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
申
し
出
を
す
る
こ
と

で
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
す

る
保
険
料
の
額
は
、
２
年
度
を
経
過
す
る

と
、
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
加
算
額
が

つ
き
ま
す
。

若
年
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

�
学
生
で
は
な
い
２０
歳
代
の
人
は
、
本

人
お
よ
び
配
偶
者
の
収
入
が
一
定
額
以

下
の
と
き
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
（
若
年
納

付
猶
予
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。

�
申
請
し
て
、
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、

学
生
納
付
特
例
制
度
と
同
じ
扱
い
に
な

り
ま
す
。

詳
し
く
は
�
大
宮
年
金
事
務
所
�
６５２
�

３
３
９
９
ま
た
は
保
険
年
金
課

平
成
２５
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

１
万
５,

０
４
０
円
で
す
。
納
付
の
方
法

は
、
口
座
振
替
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
並
び
に
納
付
書
（
現
金
）
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
場
合
は
、
金
融
機
関
で
手
続

き
が
必
要
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
の
場
合
は
申
し
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ど
ち
ら
の
方
法
で
も
、

月
毎
と
前
納
で
納
付
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
納
付
書
（
現
金
）
で
１
年
前
納
を

す
る
場
合
は
、
平
成
２５
年
４
月
３０
日
	
ま

で
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
�
大
宮
年
金
事
務
所

�
６５２
�
３
３
９
９

教育センターでは、これまでの教育相談所で行われていた教育

相談や適応指導教室を引き継ぎ、市の教育相談の中心となる事業

を行います。

子どものしつけ、学習、学校での友人関係、集団への適応、不

登校など、児童・生徒、保護者の教育に関する様々な相談を専門

の相談員が対応します。

また、今年度より週１回程度のカウンセラーによる相談日も予

定していますので、お気軽にお電話ください。

ところ�上日出谷１１８９－１ �７８６－３２３７
相談時間�月～金曜日 午前９時～午後５時

問合せ�学校支援課

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

坂田原南公園が開園しました

坂田原南公園が開園しましたので、ぜひご
利用ください。
ご来園の際は注意書きを守って、楽しくご
利用ください。
ところ�坂田東一丁目４４番地
公園施設�幼児用すべり台・鉄棒・はん登棒
（のぼり棒）・足つぼマッサージ・背伸ば
しベンチ・トレイルコース（築山）・ゴム
ゴムの道（ウオーキングコース）・多目的
トイレなど

詳しくは�城山公園管理事務所�７８６－５８８１

４月１日から桶川市教育センターが
開所します

～他の機関でも
教育相談が受けられます～

学校支援課�７２８－４１１１
埼玉県教育センター

面接相談�０４８－５５６－４１８０
電話相談�０４８－５５６－０８７４

さわやか相談室

桶川中学区�７８６－９９３８
桶川東中学区�７２８－８０１５
桶川西中学区�７８７－３２６２
加納中学区�７２８－４１９０

記念植樹の様子

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

２０１３．４ 1100２０１３．４1111



桶
川
市
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
設
置
費
補
助
制
度
の
ご
案
内
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�
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�
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浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
交
付
制
度
の
ご
案
内
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桶
川
市
ス
ズ
メ
バ
チ
除
去
費

補
助
制
度
の
ご
案
内

生
涯
学
習
ガ
イ
ド（
4
月
〜
7
月
）

を
活
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
高
効
率

給
湯
器
の
設
置
者
に
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
申
請
資
格
▼

�
市
内
に
住
宅
を
所
有
す
る
人

�
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
人

�
設
置
す
る
建
築
物
の
敷
地
お
よ
び
建
築

物
な
ど
に
都
市
計
画
法
お
よ
び
建
築
基
準

法
の
違
反
が
な
い
人

�
当
該
年
度
の
３
月
１０
日
ま
で
に
工
事
が

完
了
で
き
る
人

�
申
請
後
、
設
置
工
事
に
着
手
す
る
人

※
同
一
世
帯
で
同
一
建
築
物
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
は
、
一
機
器
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
お
よ
び
補
助
金
額
▼

�
電
力
会
社
の
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
の

あ
る
系
統
連
結
を
し
て
い
る
こ
と
。

�
電
池
容
量
が
１０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。

�
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
締
結
し
て
い

る
こ
と
。

�
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と
。

�
住
宅
の
屋
根
お
よ
び
屋
上
へ
の
設
置
に

適
し
て
い
る
こ
と
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
補
助
金
額
は
、

構
成
す
る
太
陽
電
池
容
量
の
最
大
出
力
値

（
Kw
）
に
２
万
円
を
乗
じ
た
額
と
し
、

７
万
円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
高
効
率
給
湯
器
お
よ

び
補
助
金
額
▼

�
Ｃ
Ｏ
２

冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器

（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）
３
万
円

�
潜
熱
回
収
型
給
湯
器
（
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
、

エ
コ
フ
ィ
ー
ル
）
２
万
円

�
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯
器
（
エ
コ
ウ
ィ

ル
）
５
万
円

�
家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

５
万
円

申
請
方
法
▼
補
助
金
交
付
申
請
書
に
、

次
の
書
類
を
添
え
て
提
出
く
だ
さ
い
。

�
経
費
の
内
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
る
工
事

請
負
契
約
書
ま
た
は
見
積
書
の
写
し

�
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
最
大
出
力
が

確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

�
高
効
率
給
湯
器
は
、
機
器
の
仕
様
お
よ

び
規
格
が
判
別
で
き
る
書
類
の
写
し

�
現
況
（
施
工
前
）
写
真
お
よ
び
案
内
図

�
前
年
度
分
の
市
町
村
税
納
税
証
明
書

申
請
書
は
、
環
境
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
開
始
▼
４

月
１７
日
�
午
前
９

時
か
ら
環
境
課
に

て
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
の
防
止
並
び
に
生
活
環
境

お
よ
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
、

浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
補
助
を
し
ま
す
。

補
助
金
を
受
け
る
た
め
の
条
件

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
、
専
用

住
宅
に
既
存
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲

み
取
り
便
槽
を
使
用
し
て
い
る
人
が
、
１０

人
槽
以
下
の
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
際
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
浄
化
槽
の
設
置
工
事
に
着
手
し

て
い
る
場
合
、
ま
た
は
設
置
工
事
が
完
了

し
て
い
る
場
合
あ
る
い
は
、
公
共
事
業
に

伴
う
物
件
の
移
転
補
償
を
受
け
て
い
る
場

合
は
補
助
金
の
交
付
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
設
置
工
事
着
手
前
に
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
交
付
額

人
槽
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
１
基
当
た

り
２８
万
円
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
補
助
対
象
基
数
は
予
算
の
範
囲
内
と

な
り
ま
す
。

※
新
規
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
補

助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
対
象
地
域
の
確
認
お
よ
び
申
請
書
類
の

受
け
取
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
課
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。詳

し
く
は
�
環
境
課

市
で
は
、
近
年
凶
暴
化
し
市
民
生
活
の

安
全
を
脅
か
す
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
除
去

す
る
た
め
、
そ
の
委
託
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
金
申
請
資
格

市
内
に
居
住
す
る
建
物
が
あ
り
、
当
該

建
物
ま
た
は
そ
の
敷
地
内
に
あ
る
巣
を
除

去
す
る
人
（
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
集
合
住
宅
を
除
く
）。

補
助
金
申
請
要
件

	
申
請
前
に
環
境
課
へ
連
絡
し
、
ハ
チ
の

種
類
の
確
認
作
業
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

	
申
請
書
兼
報
告
書
の
提
出
時
に
、
巣
の

除
去
を
業
者
に
委
託
し
、
除
去
が
完
了
し

て
い
る
こ
と
。

補
助
金
額

補
助
金
の
額
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を

除
去
し
た
費
用
の
１
／
２
の
額
（
百
円
未

満
の
端
数
は
切
り
捨
て
る
）
と
し
、
１
万

円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

※
同
一
の
方
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
は
、

年
一
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
除
去
費
補
助
金
交
付
申

請
書
兼
報
告
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を

添
え
て
、
環
境
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合
は
締
め
切

り
ま
す
）。

�
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
除
去
に
伴
う
領
収
書

の
写
し

�
ス
ズ
メ
バ
チ
の
種
類
お
よ
び
除
去
前
の

巣
が
確
認
で
き
る
写
真

�
除
去
後
の
巣
が
あ
っ
た
場
所
の
写
真

�
申
請
者
の
現
地
案
内
図
お
よ
び
除
去
す

る
場
所
の
位
置
図

�
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

申
請
書

申
請
書
は
、
環
境
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
で
は
、
市
民
の

生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に
、
学
習
機

会
の
情
報
を
ま
と
め
た
『
生
涯
学
習
ガ
イ

ド
』を
作
成
し
て
い
ま
す
。
公
共
施
設（
公

民
館
・
図
書
館
な
ど
）
に
配
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
「
市
民
活
動
」
↓

「
生
涯
学
習
」
↓
「
桶
川
市
生
涯
学
習
ガ

イ
ド
」
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

市内でも、急激にアライグマの出没情報が
増えています。
人家に住み着き、農作物を食い荒らすなど
の被害が多く発生しています。
市では、県や県内市町と連携して被害対策
を行っていますが、特に繁殖期にあたるこれ
からの時期の対策が重要になりますので、自
宅や近所で見かけたり、被害がありましたら
どう猛なので、むやみに手を出すことはやめ
て、環境課までご連絡ください。
※外見が良く似ているタヌキ、ハクビシンは、
狩猟免許を取得していないと捕獲できませ
んので、専門業者に依頼してください。

詳しくは�環境課

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

民俗芸能「松原の真言」が
県指定文化財になりました！
川田谷の松原地区で伝承されている民俗芸能「松原の真
言」（平成８年５月２９日桶川市指定文化財に指定）が３月１２
日に埼玉県指定文化財（無形民俗文化財）に指定されました。

【松原の真言とは】
真言は川田谷の松原地区に伝わる特異な民俗芸能です。芸
は、太鼓のリズムに合わせて光明真言を唱えながら、その太
鼓の叩き手が、飾りのついたバチを、技巧をこらしてお互い
に投げ合うものです。由来や系譜は不明ですが、真言は県内
でも非常に珍しく、女性によって演じられるのは桶川の松原
のみです。
松原地区の女性は高齢になると「おとき念仏」の仲間に入
り、村びとの供養を担うようになります。真言はこの念仏を
行う女性たちが伝承しています。昭和３０年頃までは、市内の
弥勒院や浄念寺のほか、川越の喜多院や上尾の馬蹄寺などに
も招かれ、芸を披露していました。
真言は神流（かみりゅう）・一本撥（いっぽんばち）・新囃
子（しんばやし）という三つの演目があります。息の合った
女性たちによるテンポのよい太鼓とバチの投げあいは、見
ている者を惹きつけます。現在は４月８日の花祭りなどに泉
福寺で演じられています。
【上演機会】
花祭り（４月８日泉福寺）
泉福寺の施餓鬼法要（８月２４日泉福寺）ほか
※松原の真言については、この度の県指定文化財の指定に伴
い、桶川市指定文化財の指定は解除されます。
詳しくは�生涯学習スポーツ課

対前年
同月比

－４件

０人

－６人

とびだすな いそぐときほど おちついて

平成２４年
１月末

２７件

０人

３４人

平成２５年
１月末

２３件

０人

２８人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年１月からの累計）

アアラライイググママ情情報報をを
おお知知ららせせくくだだささいい

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板
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べ
に
花
ま
つ
り
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

広
告
主
を
募
集
し
ま
す

商
店
街
の
空
店
舗
を

活
用
し
ま
せ
ん
か
？

桶
川
市
自
転
車
駐
車
場
の

ご
利
用
を
！

み
ど
り
の
再
生
に
取
り
組
む
市
民

活
動
を
支
援
す
る
「
み
ど
り
の
埼

玉
づ
く
り
県
民
提
案
事
業
」
募
集

６
月
下
旬
か
ら
７
月
初
旬
に
か
け
て
開

催
す
る
「
べ
に
花
ま
つ
り
」
の
事
前
Ｐ
Ｒ

や
、
開
催
期
間
中
に
配
布
す
る
会
場
や
栽

培
畑
な
ど
の
案
内
図
を
中
心
に
し
た
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

マ
ッ
プ
の
裏
面
に
企
業
や
商
店
お
よ
び

各
種
団
体
の
広
告
欄
を
設
け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

大
き
さ
▼
Ａ
３
判
、
カ
ラ
ー
刷
り

発
行
▼
２
万
５
千
枚
（
予
定
）

募
集
▼
４０
区
画

規
格
▼
１
区
画
が
縦
２８
�
×
横
６４
�

（
複
数
区
画
申
込
可
）

掲
載
料
▼
６,
０
０
０
円
（
１
区
画
）

申
込
み
▼
４
月
１９
日
�
ま
で
に
原
稿
図

案
と
掲
載
料
を
添
え
て
、
直
接
べ
に
花
の

郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局
（
産
業
観

光
課
）
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
産
業
観
光
課

市
で
は
、
商
店
街
の
振
興
を
目
的
と
し

て
、
市
内
６
商
店
街
の
空
店
舗
を
活
用
し

て
新
た
に
お
店
を
営
業
さ
れ
よ
う
と
す
る

人
を
対
象
に
、
改
装
費
や
家
賃
に
対
し
て

補
助
を
し
ま
す
。

※
小
売
業
（
百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
除
く
）
ま
た
は
一
般
飲
食
店
（
主

と
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
提
供
し
な
い

も
の
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
改
装
費
補
助
を
受
け
る
場
合
の
施
工
業

者
は
、
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
住
所
を
有

す
る
業
者
に
限
り
ま
す
。

申
込
受
付
▼
４
月
８
日
�
〜
５
月
８
日

�
※
こ
の
期
間
内
に
申
し
込
み
が
無
か
っ

た
場
合
、
そ
の
後
の
受
付
は
、
随
時
行
い

ま
す
。
ま
た
、
補
助
の
決
定
に
は
審
査
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
�
産
業
観
光
課

市
で
は
、
自
転
車
や
原
付
バ
イ
ク
（
５０

�
）
で
通
勤
や
通
学
な
ど
す
る
人
の
た
め

に
、
駅
の
周
辺
に
有
料
駐
車
場
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
各

施
設
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
地
域
団
体
な
ど
に
よ
る
自
然

観
察
会
、
公
園
・
学
校
へ
の
植
栽
活
動
、

里
山
再
生
事
業
な
ど
「
み
ど
り
の
保
全
や

創
出
」
に
取
り
組
む
事
業
提
案
に
対
し
て
、

審
査
の
上
、
補
助
金
を
交
付
し
支
援
し
ま

す
。

【
対
象
事
業
】

�
緑
の
保
全
と
創
出
を
推
進
す
る
事
業

補
助
額
�
５０
万
円
ま
で
は
全
額
、
５０
万

円
を
超
え
た
場
合
は
５０
万
円
＋
超
過
分
の

１
／
２
（
上
限
１５０
万
円
）

	
み
ど
り
の
活
動
を
始
め
よ
う
と
す
る
団

体
が
行
う
事
業
（
き
っ
か
け
支
援
）

補
助
額
�
上
限
１０
万
円
（
全
額
）



自
治
会
や
商
店
街
な
ど
が
取
り
組
む
比

較
的
大
規
模
で
面
的
な
緑
化
事
業

補
助
額
�
３００
万
円
ま
で
は
全
額
、
３００
万

円
を
超
え
た
場
合
は
３００
万
円
＋
超
過
分
の

１
／
２
（
上
限
５００
万
円
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼
４
月
３０
日
�
ま
で

【
必
着
】
に
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
再
生

課
（
〒
３３０
�
９３０１
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂

３
�
１５
�
１

�
８３０
�
３
１
９
０
）
へ
。

※
提
出
所
定
の
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。

※
審
査
選
考
が
あ
り
ま
す
。

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

桶桶川川市市勤勤労労者者住住宅宅資資金金貸貸付付制制度度
申込みのできる人
�市内に居住し、または居住しようとしている勤労者（自
営業者を除く）で、同一事業所に１年以上勤務してい
る人。

�資金の貸付を受けようとする時の年齢が２０歳以上６０歳
以下であって、かつ、償還を完了する時の年齢が７０歳
（無担保の貸付けにあっては６５歳）以下である人。

�市県民税を完納している人。
�家族収入を含み借入金を返済しながら生活しうる人。
資金の用途�利用申込者が市内に居住するための新築、
増改築（耐震改修を含む）、購入（中古住宅・マンシ
ョンを含む）および宅地の取得資金に限ります。
また、家屋は建築基準法に適合していること、宅地は
１００�以上あることが必要です。なお、投資を目的と
するものは、該当いたしません。

貸付限度額�２，５００万円（無担保は５００万円）
貸付利率�変動金利１．８６５％（無担保は固定金利２．１％、
変動金利２．７１５％）

貸付期間�３０年以内（無担保は固定金利１０年以内、変動
金利１５年以内）

保証人�労働者信用基金協会の債務保証制度を利用
申込方法�産業観光課にある「勤労者住宅資金貸付申込
書」で、毎月１０日までに申し込みください。

詳しくは	産業観光課

ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトでででででででででででででででででででででで求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報のののののののののののののののののののののの検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索ががががががががががががががががががががががででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききまままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
勤労福祉会館ではハローワークや彩の国仕事発見シス

テムによる求人情報の検索ができます。
予約は不要ですが、お待ちいただく場合もあります。
また、パソコンの使い方が分からないという方でも、

職員がサポートしますので、お気軽にご利用ください。
開設場所�勤労福祉会館
開設日時�月・水・木・金（休館日を除く）

午前１０時～午後４時（１回の利用は３０分程度）
利用料�無料
詳しくは�産業観光課

中小企業融資制度のお知らせ
桶川市中小企業者向け融資制度は、原材料の購入・仕

入、給与賃金の支払いや、車輌・機械の購入、店舗の増
改築などにご利用になれます。

中 口 資 金
１．８０％

設備
３０００万円
１２年

個人：不要 法人：代表者１名
必要に応じ

※１ 上記利率の他、保証料が必要となります。
２ 融資には審査があり、審査の結果によってはご希望に沿えない場合

もあります。

詳しくは	産業観光課

運転
２０００万円
１０年

特別小口資金
１．７５％

設備
１２５０万円

１２年
不要
不要

運転

１０年

制 度 名
利 率
使 途
限 度 額
返済期間
保 証 人
担 保

補助額

改装費の
１／２以内
補助額上限
５０万円

家賃の１／２
以内
補助額上限月
５万円（１２か
月）

対象経費の例

内装・外装・
設備設置工事
など

店舗の賃借料
（保証金、駐
車場、仲介手
数料などを除
く。）

補助
区分

改
装
費

家

賃

駅西口第一自転車駐車場
【一時・定期利用】

１か月利用

学 生

１，５００円

１，５００円

定期利用�１、３、６か月
利用・受付時間�午前６時～午後１１時
休 業 日�１月１日～３日
申込み・問合せ�西口第一自転車駐車場

�７８７－２３０５

一 般

２，０００円

２，０００円

一時
利用

１００円

１００円

自 転 車

原付バイク

�

東口自転車駐車場
【定期利用】

１か月利用

学生

１，３５０円

定期利用�１、３、６か月
利用時間�午前６時～午後１１時
受付時間�月末４日間 午前６時～９時３０分

および午後５時～８時
休 業 日�１月１日～３日
申込み・問合せ�東口自転車駐車場

�７７３－６７７１

一般

１，８００円自 転 車

� 西口地下自転車駐車場
【一時・定期利用】

１か月利用

学生

１，３５０円

２，０００円

定期利用�１、３、６か月
利用・受付時間�午前６時～午前０時４５分
休 業 日�１月１日～３日
申込み・問合せ�西口地下自転車駐車場

�７８７－２３０６

一般

１，８００円

２，７００円

一時
利用

１００円

１５０円

自 転 車

原付バイク

�

平成２５年度ススポポーーツツ安安全全保保険険ののごご案案内内
対象�スポーツ活動や文化活動・ボランティア活動などを行う５
人以上の団体で、その活動中とそのための往復中の事故等によ
って傷害を被った場合に補償されます。
掛金（１人年額）�
Ａ１＝８００円 中学生以下／スポーツ・文化・ボランティア・
地域活動
ＡＷ＝１，４５０円 中学生以下／上記活動に加え、個人活動・個
人練習も補償する子どもワイド
Ａ２＝８００円 高校生以上／文化・ボランティア・地域活動・
団体員の送迎・応援・準備・片付け
Ｃ＝１，８５０円 高校生以上／スポーツ活動・スポーツ活動の指
導
ＡＣ＝１，３００円 高校生以上／子どものスポーツ活動の指導限
定 ※Ｃ区分でも加入可
Ｂ＝１，０００円 ６５歳以上／スポーツ活動
※Ｃ区分でも加入可
※スポーツ活動を行わない場合は、Ａ２区分
Ｄ＝１１，０００円 危険度の高いスポーツ活動
◆学校管理下の活動は対象外となります。
◆加入にあたっては下記の配布場所にあります「スポーツ安全保
険のしおり」または「あらまし」をよくお読みになり、内容を
ご確認ください。
加入申込書配布先�市役所、教育委員会、サン・アリーナ、
川田谷生涯学習センター、桶川公民館、加納公民館
問合せ�（公財）スポーツ安全協会埼玉県支部

（県体育協会内 �７７９－９５８０）
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��

国
税
専
門
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

「
遺
言
の
日
」
記
念
相
談
会
の

お
知
ら
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

受
験
資
格
▼
次
の
�
�
に
該
当
す
る
者

�
昭
和
５８
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
者

�
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
次
に
掲
げ
る
者

１

大
学
卒
業
お
よ
び
平
成
２６
年
３
月
ま

で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

２

人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

試
験
の
程
度
▼
大
学
卒
業
程
度

申
込
方
法
▼

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
（
原
則
）】

http
://w

w
w
.jinji-shiken.go.jp/juke

n.htm
l

受
付
期
間
▼
４
月
１
日
�
午
前
９
時
〜

４
月
１１
日
�
※
受
信
有
効

【
郵
送
ま
た
は
持
参
】

提
出
先
▼
希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
を

所
轄
す
る
国
税
局
ま
た
は
国
税
事
務
所

受
付
期
間
▼
４
月
１
日
�
・
２
日
�

※
消
印
有
効

試
験
日
▼
第
１
次
試
験
６
月
９
日
�

試
験
地
▼
さ
い
た
ま
市
ほ
か

詳
し
く
は
�
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第

二
課
試
験
係
�
６００
�
３
１
１
１

埼
玉
弁
護
士
会
で
は
、
毎
年
４
月
１５
日

の
遺
言
の
日
を
記
念
し
て
、
弁
護
士
が
遺

言
お
よ
び
相
続
に
関
す
る
無
料
の
法
律
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
き
▼
４
月
２０
日
	
午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
は
３
時
３０
分
ま
で
）

と
こ
ろ
▼
埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
４
�

２
�
１
）

申
込
み
▼
不
要

詳
し
く
は
�
埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー
�
７１０
�
５
６
６
６

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
説
明
会
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
※
申
込
み
は
不
要
で
す
。

入
会
で
き
る
人
▼
市
内
在
住
の
６０
歳
以

上
の
人
で
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

説
明
会
日
程
▼
�
４
月
１９
日


�
５
月

１７
日


�
６
月
２１
日


�
７
月
１９
日





８
月
１６
日


�
９
月
２０
日


※
各
午
前
９

時
か
ら

説
明
会
会
場
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
北
１
�
１２
�
１０
）

詳
し
く
は
�
桶
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
�
７７７
�
１
９
２
０

いざというときに安心して医療を受けられるように、職
場の健康保険や後期高齢者医療制度などに加入している人
を除き、市内に住む人はすべて、桶川市の国民健康保険（国
保）に加入しなければなりません。
国保に加入している人が、会社の健康保険へ加入、また

は他の市区町村へ転出した場合は資格喪失の届出が必要で
す。
また、他の市区町村からの転入や、会社の健康保険に加入

している人が退職し、国保に加入する場合などは、１４日以

内に国保への資格取得の届出が必要になります。
国保への加入年月日は、届出の日ではなく、前の健康保

険の資格を喪失した日となります。このため、届出が遅れ
たときは、加入日にさかのぼり国民健康保険税を納付して
いただくことになります。
なお、国民健康保険税額の試算をご希望の人は、平成２４年

中の収入のわかるもの（源泉徴収票、確定申告書の写しな
ど）をお持ちください。

問合せ�保険年金課

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp４月 の無料相談 ●桶川市役所／�７８６－３２１１�７８６－９８６６

●教育委員会／�７２８－４１１１�７２８－７３５３ ●社会福祉協議会／�７２８－２２２１�７２８－２３１３
相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

５日�・９日�・１７日�・２５日�・
５月７日�・１０日�・１５日�・
２３日� １４：００～１７：００

市役所相談室

秘書広報課

日曜法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

２１日�・５月１９日�
１０：００～１２：００ 市役所相談室

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

１１日� ※次回は５月９日�
１３：００～１６：００ 市役所相談室

事業とくらしの相談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

３日� ※次回は５月１日�
１３：００～１６：００ 市役所相談室

不動産相談（予約制） 宅 地 建 物
取引主任者

不動産の売買、賃貸借契約等についての相
談 ２４日�１３：００～１６：００ 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体の
相 談 員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

２０日	
９：００～１２：００

市役所第２会議室
電話でも可 �７８６－３２１１

行 政 相 談 行 政
相談委員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

５日� ※次回は５月１０日�
１０：００～１２：００ 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 市役所相談室

直通�７８６－３４５０

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 市役所相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 １日
、１５日


１０：００～１６：００
アソシエ
（さくらフレンド内） 人権・男女共同

参画課
人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・相続・離婚問題・子どものいじ
めなどの日常生活でお困りのことの相談

９日�
９：００～１２：００

地域福祉活動センター
３階

内 職 相 談 市 役 所
職 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

１０：００～１５：００
勤労福祉会館
直通�７７３－１１２１（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金（祝日を除く）
１０：００～１５：３０（１２：００～１３：００を除く）

市役所南庁舎２階
電話でも可 �７８６－３２１１ 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 専 門
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
１０：００～１６：００

駅前子育て支援センター
電話でも可 直通�７７７－７７０８ こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�７８７－５５６２

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：００～１７：００

桶川市教育センター
直通�７８６－３２３７

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：００～１５：００

地域福祉活動センター
直通�７２８－２３６９

社会福祉協議会

結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：００～１５：００ 地域福祉活動センター

国国民民健健康康保保険険ののおお知知ららせせ

届出に必要なもの

運転免許証、パスポート、住基カード（顔写真付き）のいずれか

健康保険資格喪失証明書

母子健康手帳

在留カード

保護廃止決定通知書

国民健康保険被保険者証（以下、国保保険証）

職場の健康保険証（または資格取得証明書）、国保保険証

国保保険証

保護開始決定通知書、国保保険証

国保保険証、在学証明書

国保保険証

国保保険証

国保保険証

こ ん な と き

他の市区町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき、被扶養者からはずれたとき

子どもがうまれたとき

外国籍の人が加入するとき

生活保護を受けなくなったとき

他の市区町村に転出するとき

職場の健康保険に加入したとき、被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき

生活保護を受けるようになったとき

就学のため別に住所を定めるとき

市内で住所が変わったとき

世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、一緒になったりしたとき

国
保
に

加
入
す
る
と
き

国
保
を

や
め
る
と
き

そ
の
他

新しいパパ・ママ応援ショップ

優待カードを配布しています
有効期限が平成２５年３月までの「優

待カード」をお持ちの人に、新しいカ
ードの配布を行っています。
配布窓口�保健センター、日出谷子育
て支援センター、駅前子育て支援セ
ンター、子育て支援拠点

【制度概要】
中学校３年生までの子ども、または

妊娠中の人がいる家庭に配付している
「パパ・ママ応援ショップ優待カー
ド」を提示すると、割引などのサービ
スが受けられます。
最新の協賛店舗の情報は、県ホーム

ページをご覧ください。
http : //www.pref.saitama.lg.jp/

site/ouen/

問合せ�保育課

～より速く、より正確に、住民の安全・安心を実現する～

最新鋭高機能消防指令システム運用開始

岩�正男副管理者（桶川市長）、原口和久管理者（鴻巣市長）、石津賢治副管理者（北本市長）

車両位置表示装置

埼玉県央広域消防本部では、従来のシステムから更に機能向上させた高機能

消防指令システムを、３月１日から運用を開始しました。

最新鋭の機器により、１１９番通報者の位置が地図に表示され、災害現場に一

番近い消防車、救急車などに出動指令を発します。また、消防関係者には災害

情報を電子メールで即報でき、住民からの問い合わせには自動案内装置により

同時に１０回線を対応します。また、声が出せない人にはインターネットを利用

した１１９番通報することが可能となりました。

問合せ�埼玉県央広域消防本部指令課 �０４８－５９７－３３０１

発信位置表示システム
Web１１９通報
システム

発信者
県央 一郎
××市…
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